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有機ディラック電子系の発見から最近の新展開まで

田嶋尚也先生（東邦大学）

＜日時＞
９月５日（金）：５限

＜場所＞
理学部講義実験棟 2 番教室

＜講演要旨＞
グラフェンの発見以来、固体中の電子がとりうる特殊

なエネルギー構造により質量ゼロのディラック/ワイル
電子が多くの物質で実現し、固体中電子の一類型とし
て広く認知された。光錐状の特殊な分散（ディラック
コーン）が上下突き合わせ、「点」（ディラック点）で接し
て電子質量がゼロとなる。
その中で、有機導体-(BEDT-TTF)2I3の高圧下にお

いて世界で最初のバルク（多層状）として実現し、フェ
ルミ準位がディラック点に一致するという他の物質が叶
わない特徴がある。本講演では、質量ゼロのディラック
電子系-(BEDT-TTF)2I3がどのように発見されたのか
を簡単に紹介し、ディラック「点」がどのような物理を繰
り広げるのか、どのようにディラック「点の不安定」が起
きるのか、さらに最近の進展について輸送現象を中心
に紹介する。
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